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◆
令
和
５
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比

率
等
の
報
告

　
令
和
５
年
度
の
財
政
健
全
化
判
断

比
率
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
が
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
、

町
か
ら
議
会
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
の
判
断
比
率
の
う
ち
、

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
、
い
ず
れ
も
黒
字
の
た
め
発
生

せ
ず
、
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年
度
か

ら
２
・
２
％
減
少
し
、
６
・
０
％
と

な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
も
、
基

金
積
立
増
に
よ
り
、
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率

は
、
前
年
度
に
続
き
い
ず
れ
も
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

　
報
告
さ
れ
た
内
容
は
町
広
報
11
月

号
及
び
増
毛
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
増
毛
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
10
月
11
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
堂ど

う
は
た端
正ま

さ

し志
氏
の
再
任
と
、
新
た

に
堀ほ

り

い井
暁あ
き

氏
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。

◆
増
毛
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
横よ

こ

き木
一い
ち
ろ
う郎
氏
の
後
任
に
、
山や

ま

だ田

規の

り

き揮
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

◆
増
毛
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
し
て
の

基
本
理
念
な
ど
を
定
め
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
が
行

わ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
特
別
功
労
者
表
彰

◆
増
毛
町
功
労
者
表
彰

　
８
月
19
日
開
催
の
表
彰
審
議
会
に

お
い
て
、
石い

し
ざ
き崎
大だ
い
す
け輔
氏
を
特
別
功
労

者
に
、
雨あ

め

の野
正ま
さ
は
る治
氏
、
林は
や
し
し
ん
じ

眞
二
氏
を

功
労
者
と
す
る
答
申
が
あ
り
、
町
表

彰
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
も
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。

◆
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
新
た
な
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
の
提
案
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
路
線
名
　

　
さ
く
ら
団
地
通
線

◎
起
点

　
南
暑
寒
町
２
丁
目
39
番
地

◎
終
点

　
南
畠
中
町
３
丁
目
９
３
０
番
地

◎
延
長

　
６
６
・
１
６
ｍ
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財
政
健
全
化
報
告

人

事

案

件

条
例
の
制
定
・
改
正

一

般

議

案

令和５年度増毛町各会計決算を認定
町特別功労者へ石崎大輔氏、町功労者へ雨野正治氏、
林眞二氏を決定

令和６年
第３回定例会
９月１１日～１３日開催

　増毛町議会は第３回定例会を９月１１日から１３日までの３日間

の会期とし、増毛町特別功労者及び功労者表彰受賞者の決定、一般

会計ほか４会計の補正予算、その他一般議案、教育委員会委員の任

命などの案件について審議し、原案どおり可決・同意しました。

　また、令和５年度各会計の決算は特別委員会を設置して審査し、

委員長報告のとおり認定されました。

いしざき だいすけ あめの

はやし しんじ

まさはる



◆
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保
険

者
証
の
一
体
化
に
伴
い
、
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
提
出
し
た
意
見
書

◎
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　
防
災
・
減
災
に
必
要
な
予
算
の
確

保
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
え
ん
罪
被
害
者
を
速
や
か
に
救
済

す
る
た
め
に
再
審
法
改
正
を
求
め
る

意
見
書

　
再
審
請
求
手
続
き
の
ル
ー
ル
化
を

求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め

る
意
見
書

　
医
療
・
介
護
等
の
ケ
ア
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
を
求
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
意
見
書
も
内
閣
総
理
大

臣
、
関
係
閣
僚
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
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増
毛
町
議
会
は
町
よ
り
監
査
委
員

が
行
っ
た
決
算
審
査
の
意
見
書
を
付

し
て
提
出
さ
れ
た
昨
年
度
の
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
11

会
計
の
決
算
認
定
の
審
査
を
行
う
た

め
、
議
長
と
議
員
選
出
の
監
査
委
員

を
除
く
８
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る

令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
審
査
特
別

委
員
会
（
上
野
剛
委
員
長
）
を
設
置

し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
各
会
計

の
執
行
状
況
や
事
業
の
成
果
な
ど
を
、

資
料
や
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
聞
き

取
り
審
査
を
し
た
結
果
、
一
般
会
計

を
含
む
８
会
計
は
要
望
を
付
け
認
定
、

３
会
計
は
提
出
ど
お
り
認
定
す
る
と

の
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
委
員

会
終
了
後
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で

認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
認
定
の
報
告
後
に
は
堀
町
長

か
ら
、
指
摘
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
い

て
は
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

の
発
言
が
な
さ
れ
、
今
後
に
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※
要
望
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
会
計
　
　

　
町
税
全
体
の
収
入
率
は
前
年
と
比

べ
て
上
昇
し
、
収
入
未
済
額
は
減
少

し
て
い
る
が
、
滞
納
者
が
常
態
化
し

て
き
て
い
る
。

　
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
低
下
や
不

納
欠
損
額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
更

な
る
徴
収
努
力
を
望
む
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
今
後
は
、
ま
す
ま
す
人
口
減
少
等

に
伴
う
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費
の

増
加
に
繋
が
る
が
、
特
定
健
診
及
び

保
健
指
導
の
徹
底
を
図
り
、
減
少
に

努
め
る
こ
と
。

　
徴
収
に
つ
い
て
は
、
工
夫
し
な
が

ら
啓
発
し
、
収
納
率
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。

◆
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

　
各
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
、
入
込

み
が
非
常
に
厳
し
く
、
大
変
な
状
況

で
は
あ
る
が
、
利
用
者
の
意
見
を
聞

き
取
る
等
、
集
客
に
向
け
て
色
々
と

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
健
全
な
経
営
に

努
め
ら
れ
た
い
。

◆
診
療
所
事
業
特
別
会
計

　
町
民
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
安
心

し
て
診
療
が
出
来
る
経
営
の
健
全
化

を
基
に
町
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
た

い
。

◆
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
の

泊
地
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
ト
の
大
型

化
に
よ
り
、
当
初
の
艇
数
に
無
理
が

生
じ
て
い
る
現
状
で
は
あ
る
が
、
建

物
の
利
用
方
法
及
び
集
客
増
に
つ
い

て
検
討
し
、
利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◆
水
道
事
業
会
計

　
給
水
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
年
間

総
配
水
量
は
減
少
し
、
収
水
量
も
減

少
し
た
が
、
や
む
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
未
納
者
へ
の
未
収
対
策
に
努
め
、

恒
常
的
な
滞
納
と
な
ら
な
い
よ
う
、

徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域

へ
の
普
及
活
動
を
引
き
続
き
行
い
、

使
用
料
等
の
収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
も
経
営
の
健
全
性
及

び
効
率
性
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
砕
石
事
業
会
計

　
営
業
努
力
等
は
認
め
ら
れ
る
が
、

砕
石
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
需
要
が

落
ち
込
ん
だ
事
に
よ
り
、
販
売
量
が

前
年
度
と
比
較
す
る
と
相
当
数
の
減

と
な
っ
た
。

　
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思

う
が
、
更
な
る
営
業
に
努
め
ら
れ
た

い
。

※
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
福
祉
施
設
整
備

特
別
会
計
に
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
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令
和
５
年
度
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
を
開
催

決算資料について担当者から説明を受け審査を実施



　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、

町
長
か
ら
３
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
約
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

①
上
半
期
の
農
業
、
漁
業
の
状
況
に

つ
い
て

　
始
め
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
つ
い
て
は
、

６
月
以
降
の
日
照
不
足
、
夜
間
の
高

温
に
よ
り
、
色
づ
き
が
悪
く
な
る
な

ど
、
収
穫
量
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ

農
家
も
あ
り
、
平
年
の
７
割
程
度
の

収
穫
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
実

施
し
て
い
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
Ｐ
Ｒ
事

業
は
、
７
月
に
増
毛
駅
と
横
浜
市
で

実
施
し
、
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

町
職
員
に
よ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
収
穫
作

業
の
副
業
を
募
集
し
、
９
名
の
職
員

が
６
軒
の
果
樹
農
家
で
就
業
し
、
果

樹
農
家
か
ら
は
「
来
年
も
来
て
欲
し5
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い
」
と
声
の
か
か
る
職
員
も
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
度
も
実

施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
か
ら
プ
ラ
ム
、
ブ
ド
ウ
の
収

穫
が
始
ま
り
、
リ
ン
ゴ
・
梨
に
つ
い

て
も
、
７
月
以
降
の
天
候
に
恵
ま
れ
、

平
年
よ
り
や
や
早
く
生
育
し
て
い
ま

す
。
台
風
10
号
に
よ
る
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
北
海
道

へ
上
陸
す
る
こ
と
な
く
、
安
堵
し
て

い
ま
す
。

　
水
稲
に
つ
い
て
は
、
一
部
で
初
期

生
育
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

天
候
の
回
復
に
よ
り
平
年
並
み
と
な

り
、
稲
刈
り
も
こ
れ
か
ら
本
格
的
に

始
ま
る
見
込
み
で
、
８
月
15
日
現
在

の
作
柄
概
況
は
「
や
や
良
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
天
候
に
恵

ま
れ
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
の
状
況
で
す
が
、
８
月
末
の

昨
年
同
期
に
比
べ
漁
獲
量
で
47
ト
ン

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
額
で

は
１
億
４
５
９
８
万
円
、
６
・
４
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
は
、
稚
貝
は

順
調
に
成
育
し
、
出
荷
予
定
数
量
の

２
億
７
７
５
０
万
粒
を
出
荷
で
き
、

半
成
貝
の
漁
獲
量
は
５
ト
ン
減
少
し

ま
し
た
が
、
金
額
は
５
３
１
９
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
現
在
、
来
年
度
の
稚
貝
生
産

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
に
な
い
採

さ
い
び
ょ
う
苗
の
成
育
不
振
に
よ
り
、

来
年
度
の
稚
貝
生
産
は
大
幅
に
減
産

す
る
見
込
み
で
す
。

　
夏
場
の
ウ
ニ
漁
は
、
時
化
や
海
水

の
濁
り
に
よ
り
、
出
漁
回
数
が
伸
び

ず
、
漁
獲
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

金
額
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
た
こ
漁
は
、
輸
入
量
減
少
に
よ
る

国
内
市
場
価
格
高
騰
が
落
ち
着
き
、

価
格
、
漁
獲
量
共
に
減
少
し
、
金
額

は
約
２
億
５
０
０
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
の
海
産
物
輸
入
禁
止
措
置
な

ど
に
よ
り
、
多
く
の
魚
種
で
価
格
が

下
落
し
、
漁
獲
高
は
減
少
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
９
月
以
降
は
、
鮭
定
置
網
漁
、
え

び
こ
ぎ
網
漁
、
あ
わ
び
漁
が
始
ま
り

ま
す
が
、
今
後
も
操
業
の
安
全
と
と

も
に
漁
模
様
に
恵
ま
れ
、
浜
が
活
気

に
溢
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
ホ
タ
テ
稚
貝
種
苗
生
産
状
況
に
つ

い
て

　
当
町
の
漁
業
の
基
幹
と
な
っ
て
い

る
ホ
タ
テ
稚
貝
の
養
殖
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
来
年
度
の
稚
貝
生
産
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
種

し
ゅ
び
ょ
う
苗
の

成
育
は
極
め
て
不
振
と
な
っ
て
お
り
、

平
年
の
２
～
３
割
程
度
し
か
稚
貝
を

確
保
で
き
な
い
見
通
し
と
の
こ
と
で

す
。
今
年
の
稚
貝
の
漁
協
出
荷
額
は

10
億
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
の

で
、
大
き
な
減
収
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
経
済
へ
の
影
響
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
当
町
と
し
て
も
何
ら
か
の

支
援
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
交
流
事

業
に
つ
い
て

　
当
町
に
住
む
外
国
人
は
、
平
成
30

年
度
ま
で
は
水
産
加
工
業
を
中
心
に

60
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
令
和
元
年
度

か
ら
は
、
漁
業
で
の
受
入
れ
も
進
み
、

令
和
５
年
度
に
は
１
０
０
人
を
超
え
、

令
和
６
年
８
月
末
現
在
で
は
、
１
１

２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
加
の
背

景
に
は
、
水
産
加
工
業
、
漁
業
、
介

護
な
ど
の
働
き
手
と
し
て
、
受
入
れ

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
当
町
と
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
外

国
人
へ
の
日
本
語
教
室
と
、
日
本
人

を
対
象
と
し
た
日
本
語
学
習
支
援
者

養
成
講
座
を
開
催
し
て
、
外
国
人
や

受
入
れ
事
業
所
の
サ
ポ
ー
ト
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
町
民
有

志
に
よ
る
、
ま
し
け
多
文
化
共
生
交

流
会
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ

ラ
オ
ケ
交
流
会
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩

り
・
焼
肉
ラ
ン
チ
会
を
開
催
し
、
参

加
し
た
外
国
人
や
事
業
所
か
ら
好
評

を
頂
い
て
お
り
、
９
月
か
ら
は
日
本

語
教
室
も
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
当
町
の
産
業
を
支
え
る

外
国
人
と
の
、
よ
り
良
い
共
生
社
会

を
築
く
こ
と
を
目
指
し
、
日
本
語
学

習
や
交
流
の
場
を
充
実
さ
せ
、
外
国

人
か
ら
も
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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大 井 紀美惠  議員
お お い き み え う え の

お　　だ

つ よ し

み ど り

さ か い

か わ い た つ お

み ち あ き

酒 井　倫 明 議員

上 野　　 剛 議員

小 田　　 緑 議員

（３）有害鳥獣に対するその後の
　　取組みについて

（４）介護員の募集について
（５）全町防災訓練について

（６）がんの経済毒性と障害年金
　　について

（７）高齢者のオーラルフレイル
　　予防と対策の推進について
（８）妊産婦、乳幼児のホテル・
　　旅館への避難制度について
（９）平和祈念事業の実施について

　今回の第３回定例会の一般質問は、本会議１日目

の１１日に行われ、５名の議員が９項目について、

質問しました。

　議員からの質問、町側の答弁の内容を要約して、

町民の皆様にお知らせします。

（１）万一の災害から命を守る備え
　　について
（２）高齢者が安心できる共生社会
　　について

合羽井 達 男 議員
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○
大
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
(1)
今
年
度
の
避

　
　
　
　
　
　
　
　
難
訓
練
の
各
避

　
　
　
　
　
　
　
　
難
場
所
と
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
人
数
・
年
齢
層

　
　
　
　
　
　
　
　
は
。

(2)
旭
川
気
象
台
に
よ
る
「
津
波
体
験

訓
練
」
が
行
わ
れ
た
が
、
も
う
少
し

リ
ア
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
方
が
よ
り

実
際
の
体
験
と
同
様
に
な
る
と
思
う
。

ハ
ウ
ス
の
中
で
地
震
・
強
風
・
大
雨

に
よ
る
実
際
に
起
こ
り
え
る
体
験
型

訓
練
計
画
は
考
え
て
い
る
か
。

(3)
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
は
災
害
に

よ
る
停
電
時
、
給
電
す
る
機
能
が
あ

る
。
昨
年
は
避
難
訓
練
が
中
止
と
な

り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
年

度
は
、
展
示
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
今
後
の
予
定
は
。

(4)
各
避
難
場
所
の
備
蓄
品
の
管
理
方

法
は
。

○
町
長

(1)
避
難
場
所
と
し
て
職
員
を
配
置
し

た
17
か
所
に
避
難
さ
れ
た
方
の
合
計

は
２
４
１
名
。
年
齢
層
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
日
曜
日
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
業
所
や
学

校
等
の
参
加
が
な
く
高
齢
者
が
多
い

と
思
っ
て
い
る
。

(2)
今
後
の
計
画
は
な
い
が
、
毎
年
ど

の
よ
う
な
訓
練
が
い
い
の
か
検
討
し

決
定
し
て
お
り
、
体
験
型
の
設
備
は

防
災
意
識
の
高
揚
に
有
効
で
あ
る
の

で
、
今
後
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

(3)
昨
年
、
町
有
車
の
車
庫
に
お
い
て
、

発
電
機
・
投
光
器
の
動
作
訓
練
の
ほ

か
、
Ｅ
Ｖ
か
ら
の
給
電
に
よ
る
家
電

等
の
作
動
訓
練
を
実
施
し
た
。
今
後

の
予
定
は
な
い
が
、
現
在
の
訓
練
を

継
続
し
な
が
ら
、
毎
年
、
訓
練
内
容

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(4)
国
の
在
庫
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理

し
て
お
り
、
交
換
時
期
や
賞
味
期
限

が
自
動
的
に
通
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
備
蓄
品
の
入
替
時
に

よ
る
点
検
を
含
め
、
防
災
訓
練
前
な

ど
に
保
管
状
況
の
確
認
も
実
施
し
て

い
る
。

○
大
井
議
員

　
今
回
の
訓
練
の
想
定
は
大
津
波
警

報
が
発
令
、
津
波
で
は
指
定
避
難
所

で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
早
く
よ
り

高
い
高
台
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
防
災
訓
練
だ
っ
た
と
思
う
が
、
こ

の
17
か
所
の
指
定
緊
急
避
難
所
は
、

津
波
が
あ
っ
た
場
合
で
も
避
難
で
き

る
場
所
な
の
か
。

○
総
務
課
長

　
17
か
所
と
答
弁
し
た
避
難
場
所
は
、

例
年
の
訓
練
で
避
難
者
が
お
り
、
今

回
も
避
難
し
て
来
る
と
想
定
さ
れ
る

主
な
高
台
・
場
所
と
し
て
職
員
を
配

置
し
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
Ｅ
Ｖ
だ
が
、
昨
年
、
健
康
一
番
館

の
横
の
駐
車
場
で
、
職
員
が
説
明
を

受
け
て
い
た
。
そ
の
際
に
町
民
も
何

人
か
健
康
一
番
館
に
来
て
い
た
が
、

声
か
け
が
な
か
っ
た
。
町
民
は
一
緒

に
説
明
を
聞
い
て
い
た
の
か
。

○
町
長

　
昨
年
は
、
雨
で
避
難
訓
練
が
中
止

に
な
っ
た
の
で
職
員
向
け
に
急
遽
開

催
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
職
員

を
中
心
に
や
っ
て
い
た
の
で
、
声
を

か
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
う
が
、
来
年
度
以
降
に
文
化
セ

ン
タ
ー
等
で
実
施
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

○
大
井
議
員

　
２
０
２
４
年
版
増
毛
町
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
さ
れ
た
方
は

防
災
士
の
資
格
を
持
っ
た
元
消
防
職

員
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
方
は
他
に

も
防
災
に
関
す
る
資
格
を
持
っ
て
い

る
。
災
害
時
の
対
応
や
避
難
誘
導
は
、

や
は
り
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
の

確
保
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
１

人
で
は
十
分
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、

消
防
職
員
や
町
職
員
で
資
格
取
得
を

進
め
て
は
。

○
町
長

　
進
め
た
い
と
思
う
が
、
今
の
担
当

は
、
防
災
士
は
現
役
の
時
に
持
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

万
一
の
災
害
か
ら
命
を

万
一
の
災
害
か
ら
命
を

守
る
備
え
に
つ
い
て

守
る
備
え
に
つ
い
て

大井議員①

QA
防
災
展
示
や
体
験
型
訓

練
の
予
定
は

現
在
の
訓
練
を
継
続
し

な
が
ら
、
毎
年
内
容
を

検
討
す
る

文化センターで行われた
津波体験訓練
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○
大
井
議
員

(1)
孤
独
死
な
ど
で
引
取
り
手
が
な
い

 

「
無
縁
遺
体
」
が
増
え
続
け
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
町
管
理
の
合
同

墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
件
数
は
あ
る

の
か
。

(2)
当
町
は
、
早
く
か
ら
生
活
習
慣
病

対
策
の
取
組
み
を
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
高
齢
者
認
知
症
予
防
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

(3)
道
内
の
自
治
体
で
深
刻
な
財
政
難

を
理
由
に
「
長
寿
祝
い
金
制
度
」
を

中
心
と
し
た
敬
老
事
業
を
全
廃
す
る

な
ど
の
見
直
し
案
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
当
町
の
取
組
み
は
今
後
も
継
続

し
て
い
く
の
か
。

○
町
長

(1)
昨
年
度
の
供
用
開
始
か
ら
こ
れ
ま

で
実
績
は
な
い
。

(2)
現
在
、
保
健
師
が
自
宅
へ
訪
問
し

て
生
活
習
慣
病
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
が
中
心
と
な
り
、
フ
レ
イ
ル
予

防
教
室
や
元
気
づ
く
り
運
動
教
室
、

ふ
ま
ね
っ
と
教
室
、
脳
い
き
い
き
音

楽
教
室
や
歌
声
広
場
な
ど
を
開
催
し

て
、
認
知
症
予
防
と
と
も
に
運
動
機

能
向
上
や
口
腔
機
能
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

の
要
請
に
よ
り
各
会
館
に
出
向
き
健

康
教
室
も
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
認
知
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
取
組
ん
で
き

た
事
業
の
継
続
と
、
高
齢
者
が
気
軽

に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
や
機

会
を
提
供
し
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
活
発
な
交
流
に
繋
げ
、

少
し
で
も
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

(3)
当
町
で
は
70
歳
に
達
し
た
方
に
敬

老
の
お
祝
い
を
し
て
い
る
。
市
街
地

区
は
、
敬
老
祝
品
の
配
付
に
変
更

し
、
１
人
に
つ
き
増
毛
町
商
工
会
商

品
券
３
０
０
０
円
分
を
配
付
し
て
い

る
。
市
街
地
区
以
外
は
、
自
治
会
単

位
で
敬
老
会
の
開
催
有
無
を
報
告
し

て
い
た
だ
き
、
敬
老
会
を
開
催
す
る

自
治
会
に
は
委
託
料
と
し
て
、
開
催

し
な
い
自
治
会
に
敬
老
祝
品
代
と
し

て
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
０
０
０

円
を
各
自
治
会
の
口
座
へ
振
り
込
ん

で
い
る
。
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
合
同
墓
に
、
ま
だ
「
無
縁
遺
体
」

の
埋
葬
は
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
今
後
そ
う
い
う
状
況
に
な

る
可
能
性
が
大
き
い
と
思
う
が
。

○
町
長

　
家
族
が
全
く
い
な
い
１
人
の
方
、

ま
た
家
族
が
い
て
も
家
族
が
引
取
ら

な
い
と
い
う
こ
と
も
都
会
で
は
相
当

い
る
の
で
、
そ
う
い
う
事
案
が
出
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
そ
う

し
た
と
き
は
町
で
火
葬
し
て
合
同
墓

に
埋
葬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

○
大
井
議
員

　
最
近
、
認
知
症
低
下
の
進
行
を
抑

制
で
き
る
新
薬
の
開
発
、
治
療
が
始

ま
っ
た
。
こ
れ
は
高
額
で
医
療
機
関

が
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
る
が
、
こ
の
薬
が
保
険

適
用
に
な
る
と
高
齢
者
の
認
知
症
の

低
下
に
繋
が
り
、
少
な
か
ら
ず
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
薬
が
保
険
適
用
に

な
っ
た
ら
、
使
用
を
助
成
金
の
対
象

と
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
み
ん
な
で

支
え
合
う
仕
組
み
を
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

○
町
長

　
仮
定
の
話
だ
と
思
う
が
、
全
国
的

な
状
況
を
み
な
が
ら
判
断
す
る
と
い

う
形
に
な
る
と
思
う
。

高
齢
者
が
安
心
で
き
る

高
齢
者
が
安
心
で
き
る

共
生
社
会
に
つ
い
て

共
生
社
会
に
つ
い
て

大井議員②

QA
敬
老
会
開
催
助
成
や

敬
老
祝
品
の
継
続
を

来
年
度
以
降
も
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く

老人クラブでの健康教室
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○
酒
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
(1)
エ
ゾ
シ
カ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
果
樹
木
食

　
　
　
　
　
　
　
　
害
対
策
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
防
獣
ネ
ッ
ト
設

　
　
　
　
　
　
　
　
置
の
補
助
金
を

予
算
措
置
し
た
が
、
食
害
に
よ
っ
て

果
樹
木
の
多
く
は
植
替
え
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
補
助

や
支
援
は
。

(2)
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
の
生
育
数
を

適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
国
や
道
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

以
上
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
当
町
で
は
他
の
有
害
鳥
獣
へ

の
対
策
も
含
め
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

○
町
長

(1)
エ
ゾ
シ
カ
食
害
に
よ
る
リ
ン
ゴ
の

木
の
植
替
え
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
リ
ン
ゴ
の
木
以
外
の
植
替
え

に
つ
い
て
も
、
柔
軟
に
対
応
し
て
果

樹
の
支
援
を
進
め
て
い
く
。

(2)
今
後
の
対
策
は
、
ヒ
グ
マ
は
今
後

示
さ
れ
る
国
・
道
の
方
針
に
基
づ
き
、

生
息
数
の
減
少
に
向
け
取
組
む
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
猟
友
会
の
協
力
の

も
と
、
被
害
に
対
応
し
た
有
害
駆
除

を
実
施
し
て
い
く
。

　
エ
ゾ
シ
カ
は
、
猟
友
会
の
捕
獲
が

中
心
と
な
る
が
、
昨
年
度
の
リ
ン
ゴ

の
食
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

冬
期
間
の
有
害
駆
除
を
強
化
す
る
。

　
カ
ラ
ス
は
、
果
樹
協
会
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、
一
斉
駆
除
を
実
施
し
て

い
る
が
、
昨
年
度
は
リ
ン
ゴ
・
梨
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
一
斉

駆
除
の
実
施
回
数
を
増
や
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
昨
年
度
、
捕
獲

講
習
会
を
町
内
３
か
所
で
開
催
し
た
。

箱
わ
な
購
入
補
助
割
合
の
か
さ
上
げ
、

捕
獲
報
償
金
の
交
付
開
始
な
ど
、
捕

獲
従
事
者
の
増
加
に
努
め
て
お
り
、

引
き
続
き
対
策
を
続
け
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
猟
友
会
の
協

力
が
な
け
れ
ば
駆
除
対
策
は
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
ハ
ン
タ
ー
の
増
加
・

育
成
に
関
し
て
も
猟
友
会
と
協
議
し
、

対
策
を
進
め
る
。

○
酒
井
議
員

　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
は
町
が
先
頭

に
立
っ
て
、
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の
協
力
も

欠
か
せ
な
い
。
エ
ゾ
シ
カ
に
は
当
町

の
主
産
業
で
あ
る
果
樹
を
守
る
た
め

に
も
力
を
入
れ
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
秋
か
ら
春
に
か
け
て
特
に
降

雪
期
に
猟
友
会
や
果
樹
協
会
に
よ
る
、

果
樹
木
の
見
回
り
が
有
効
で
は
な
い

か
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
防

獣
ネ
ッ
ト
設
置
の
ほ
か
に
考
え
ら
れ

る
方
策
は
。

○
町
長

　
昨
年
度
、
エ
ゾ
シ
カ
を
３
２
９
頭

捕
獲
し
た
。
例
年
の
倍
近
い
捕
獲
数

で
、
今
年
の
２
月
は
、
礼
受
か
ら
阿

分
に
か
け
て
非
常
に
多
く
の
エ
ゾ
シ

カ
が
見
ら
れ
た
の
で
、
広
域
的
に
お

願
い
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
や
は
り
網
だ
け
で
は
な
く

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　
ヒ
グ
マ
に
対
し
て
、
狩
猟
免
許
の

取
得
を
奨
励
す
る
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
大
事
な
事
な
の
か
な
と
思
う
。

若
干
高
齢
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
聞
く
の
で
、
若
い
人
に
取
得
し
て

も
ら
い
人
数
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
強
く
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外
で
こ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
は
あ
る
の
か
。

○
町
長

　
今
年
か
ら
銃
で
捕
獲
し
た
場
合
の

報
償
金
と
し
て
３
万
円
、
わ
な
で
捕

獲
し
た
場
合
に
は
１
万
円
の
報
償
金

を
支
給
し
て
い
る
。
猟
友
会
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
担
当
の
職
員
の
負
荷
が
か
か
っ
て

お
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
２
人
、
シ
カ

は
４
人
、
ヒ
グ
マ
は
８
人
で
行
く
。

そ
れ
に
対
し
て
手
当
は
出
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
こ
れ
以
上
動
け
と
言

え
な
い
状
況
も
あ
る
の
で
、
外
部
委

託
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
こ
の
鳥
獣
対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
そ
の

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
そ
の

後
の
取
組
み
に
つ
い
て

後
の
取
組
み
に
つ
い
て

酒井議員

QA
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
等

の
有
害
鳥
獣
の
適
正
管

理
を

猟
友
会
と
協
議
し
対
策

を
進
め
る
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○
合
羽
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
ま
し
け

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
号
に
明
和

　
　
　
　
　
　
　
　
園
の
特
養
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
募
集
が

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
。

　
介
護
員
は
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ

方
な
ど
に
対
し
、
身
の
回
り
の
お
世

話
を
通
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
手
助
け
を
す
る
大
変
な
仕
事

だ
と
思
う
。
昔
は
３
Ｋ
（
汚
い
・
き

つ
い
・
危
険
）
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

近
年
は
３
Ｋ
（
価
値
・
感
謝
・
感
動
）

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
と
は

い
え
、
時
に
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
を
感

じ
る
こ
と
が
多
い
仕
事
に
対
し
、
基

本
給
が
一
般
行
政
職
の
初
任
給
と
比

べ
て
低
い
の
で
は
な
い
か
。

(1)
基
本
給
プ
ラ
ス
手
当
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

(2)
現
在
の
介
護
職
員
数
は
。

(3)
入
所
者
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

○
町
長

(1)
高
校
新
卒
で
採
用
さ
れ
た
場
合
の

基
本
給
14
万
４
４
０
０
円
に
、
特
殊

勤
務
手
当
１
万
円
（
夜
勤
有
り
）、
ま

た
は
５
０
０
０
円
（
夜
勤
な
し
）、
処

遇
改
善
手
当
１
万
円
、
新
規
就
労
手

当
５
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
、
夜
勤

が
あ
る
職
員
は
16
万
９
４
０
０
円
と

な
り
、
一
般
行
政
職
の
高
校
卒
と
比

較
す
る
と
上
回
る
。

(2)
募
集
を
し
て
い
る
特
養
は
計
18
名

で
、
う
ち
１
名
は
夜
勤
な
し
の
介
護

職
員
、
別
の
１
名
は
週
１
回
３
時
間

勤
務
の
パ
ー
ト
職
員
で
あ
る
。

(3)
特
養
は
、
定
員
40
名
に
対
し
て
25

名
と
な
っ
て
い
る
（
令
和
６
年
９
月

10
日
現
在
）。

○
合
羽
井
議
員

　
認
知
症
介
護
基
礎
研
修
、
初
任
者

研
修
の
内
容
、
時
間
、
受
講
料
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
福
祉
厚
生
課
参
事

　
認
知
症
介
護
基
礎
研
修
は
、
介
護

報
酬
改
定
に
よ
り
令
和
６
年
４
月
か

ら
義
務
化
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
た

だ
、
入
職
後
１
年
以
内
は
受
講
猶
予

期
間
が
あ
る
の
で
、
無
資
格
か
ら
介

護
の
仕
事
を
始
め
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
受
講
料
は
３
０
０
０
円
、
受

講
時
間
は
概
ね
６
時
間
弱
と
な
っ
て

い
る
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
１
３
０
時
間
で
あ
り
、

平
均
的
な
受
講
期
間
は
１
～
４
か
月

程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
費
用

に
関
し
て
は
５
～
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
受
講
の
際
は
一
度
、
自
己
負

担
し
て
も
ら
い
、
受
講
終
了
後
に
手

当
を
支
給
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
基
本
給
の
14
万
４
４
０
０
円
だ
が
、

北
海
道
の
最
低
賃
金
が
９
６
０
円
、

10
月
１
日
か
ら
１
０
１
０
円
に
な
る

が
、
基
本
給
だ
け
で
時
間
割
を
す
る

と
今
の
９
６
０
円
で
間
に
合
う
の
か
。

　
ま
た
、
現
在
の
介
護
職
員
の
平
均

年
齢
と
年
収
は
。

○
福
祉
厚
生
課
参
事

　
現
在
の
最
低
月
額
基
準
は
14
万
９

５
０
０
円
、
10
月
以
降
は
15
万
７
３

０
０
円
で
あ
り
、
手
当
を
含
め
た
金

額
で
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
特
養
介
護
員
の
平
均
年
齢
は
47
・

５
歳
で
あ
る
。
平
均
年
収
は
手
当
等

を
含
め
て
３
８
９
万
１
０
０
０
円
で

あ
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
年
収
の
３
８
９
万
は
、
全
産
業
の

平
均
４
０
９
万
よ
り
低
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
徐
々
に
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

○
町
長

　
国
で
は
初
任
給
の
引
上
げ
等
も
あ

る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
た

給
与
の
引
き
上
げ
も
検
討
し
て
い
く
。

○
合
羽
井
議
員

　
職
員
の
人
数
は
、
国
の
基
準
に
対

し
て
ど
う
な
の
か
。
労
働
時
間
の
規

制
や
有
給
休
暇
の
取
得
に
は
、
現
在

の
数
で
足
り
る
の
か
。
ま
た
待
機
者

数
は
。

○
福
祉
厚
生
課
参
事

　
国
が
定
め
る
介
護
員
の
人
員
配
置

は
、
入
所
者
３
人
に
つ
き
、
介
護
職

員
プ
ラ
ス
看
護
職
員
１
人
と
い
う
基

準
は
満
た
し
て
い
る
。
ま
た
年
に
10

日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ

介
護
員
の
募
集
に
つ
い
て

介
護
員
の
募
集
に
つ
い
て

合羽井議員①

QA
基
本
給
が
低
い
の
で
は

な
い
か

手
当
を
含
め
る
と
高
卒

初
任
給
を
上
回
る
が
、

国
の
動
向
を
鑑
み
検
討

す
る
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れ
る
職
員
に
対
し
て
、
最
低
で
も
５

日
は
取
得
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
が
、

昨
年
度
ま
で
の
実
績
で
は
何
と
か
取

得
で
き
て
い
る
。
し
か
し
年
休
や
夏

期
休
暇
を
取
得
さ
せ
な
が
ら
業
務
を

行
う
に
は
、
余
裕
が
な
い
人
員
で
あ

る
の
で
、
募
集
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
の
介
護
員
も
在
籍
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
を
見
越
し
た

採
用
も
考
慮
し
な
が
ら
募
集
を
し
て

い
る
。

　
９
月
10
日
現
在
、
待
機
者
数
は
15

名
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
度
等
を
勘

案
し
な
が
ら
入
所
を
進
め
て
い
る
が
、

現
場
の
受
入
体
制
も
あ
る
の
で
、
そ

の
辺
も
勘
案
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
募
集
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
他
の
企
業
で
は
利
用
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
ど
ん
な
形
で

や
っ
て
い
る
の
か
。

○
福
祉
厚
生
課
参
事

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
依
頼
、

広
報
ま
し
け
や
社
協
だ
よ
り
へ
の
募

集
記
事
掲
載
、
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
、

留
萌
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
等
で
の

募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲
載
を
実
施
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
入
れ
は
な
い
が
、
昨
年
は
留
萌
高

校
の
職
場
体
験
実
習
と
し
て
２
名
の

生
徒
を
受
入
れ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
に
行

政
機
関
、
民
間
企
業
、
住
民
等
そ
れ

ぞ
れ
が
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
相
互
に
適
切
な
役
割
分

担
を
行
い
つ
つ
、
連
携
し
た
訓
練
が

必
要
と
考
え
る
が
。

(1)
今
年
度
の
各
地
区
避
難
場
所
へ
の

参
加
人
数
は
。

(2)
避
難
場
所
で
の
実
施
内
容
は
。

(3)
旧
舎
熊
小
学
校
の
想
定
避
難
人
数

と
備
蓄
品
の
内
容
は
。

○
町
長
　

(1)
町
内
17
か
所
に
職
員
を
配
置
。
避

難
人
数
は
計
２
４
１
人
。

(2)
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
な
の

で
避
難
場
所
で
実
施
し
た
も
の
は
な

い
が
、
賞
味
期
限
間
近
の
備
蓄
品
を

配
布
し
た
。

(3)
旧
舎
熊
小
学
校
床
面
積
を
１
人
当

た
り
３
・
３
㎡
と
し
、
箸
別
か
ら
舎

熊
、
信
砂
、
朱
文
別
地
区
の
最
大
４

５
０
人
と
想
定
。
備
蓄
は
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
20
個
、
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド

31
個
、
投
光
器
３
台
、
発
電
機
２
台
、

簡
易
ト
イ
レ
10
台
、
ス
ト
ー
ブ
１
台
、

水
３
６
６
本
、
非
常
食
３
０
０
食
、

ト
イ
レ
凝
固
剤
１
６
０
０
回
分
な
ど
。

○
合
羽
井
議
員

　
旧
舎
熊
小
学
校
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
上
は
安
全
と
い
う
話
だ
が
、
東
日

本
大
震
災
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
や

は
り
川
の
側
の
避
難
所
は
危
険
で

 

「
時
間
が
あ
る
な
ら
信
砂
へ
行
こ

う
」
と
な
る
。
信
砂
生
活
会
館
に
避

難
し
た
場
合
の
対
応
は
。

○
総
務
課
長

　
落
ち
着
い
た
ら
、
状
況
に
応
じ
て

対
応
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
旧
舎
熊
小
学
校
に
箸
別
、
朱
文
別
、

信
砂
か
ら
の
避
難
は
考
え
ら
れ
な
い
。

最
大
４
５
０
人
を
想
定
と
の
こ
と
だ

が
最
終
的
に
１
５
０
～
２
０
０
人
だ

と
思
う
。
備
蓄
品
が
気
に
な
る
が
、

体
育
館
に
ス
ト
ー
ブ
１
台
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
発
電
機
は
ガ
ソ
リ
ン

型
か
。

○
総
務
課
長

　
職
員
室
と
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
暖
房

器
具
も
使
え
る
が
、
今
後
検
討
し
た

い
。
発
電
機
の
１
台
は
ガ
ス
ボ
ン
ベ

も
使
え
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
。

○
合
羽
井
議
員

　
ガ
ソ
リ
ン
は
規
制
が
厳
し
い
が
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
規
制
は
ど
う
か
。
ま

た
、
備
蓄
場
所
に
は
お
そ
ら
く
鍵
が

か
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
鍵
の
対

応
は
。

○
総
務
課
長

　
ガ
ソ
リ
ン
は
消
防
法
で
10
ℓ
の
規

制
が
あ
る
が
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
規
制

が
な
い
と
思
う
。
舎
熊
地
区
に
あ
る

自
動
車
整
備
工
場
に
全
室
開
く
マ
ス

タ
ー
キ
ー
を
預
け
て
い
る
。
９
区
自

治
会
で
も
職
員
玄
関
の
鍵
は
持
っ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
が
良
い

全
町
防
災
訓
練
に
つ
い
て

全
町
防
災
訓
練
に
つ
い
て

合羽井議員②

QA
地
域
避
難
所
で
の
防
災

訓
練
の
実
施
を

自
治
会
等
で
実
施
す
る

際
に
職
員
を
派
遣
す
る
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の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
実
際
に
備
品
を
使
っ
た
訓
練
は
住

民
は
や
っ
て
い
な
い
。
今
の
よ
う
な

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
洗
出
し
を
し
た

い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
形
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

ほ
し
い
が
。

○
町
長

　
自
治
会
の
行
事
の
中
で
進
め
て
い

た
だ
い
て
、
そ
れ
に
町
が
説
明
に
伺

う
の
が
良
い
と
思
う
。
ぜ
ひ
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

○
上
野
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
年
金
は

　
　
　
　
　
　
　
　
病
気
や
ケ
ガ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
や
生
活
が

　
　
　
　
　
　
　
　
制
限
さ
れ
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
活
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
受
取
る

こ
と
が
で
き
る
公
的
年
金
だ
が
、
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
料
を
払
っ

て
い
れ
ば
、
が
ん
患
者
で
も
障
害
年

金
を
受
給
で
き
る
と
聞
い
た
。

　
し
か
し
、
が
ん
で
障
害
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
全
国
の
受
給
者
全

体
の
１
割
程
度
で
、
受
給
で
き
る
資

格
が
あ
る
の
に
受
給
で
き
て
い
な
い

人
が
非
常
に
多
い
そ
う
だ
。

　
最
近
の
抗
が
ん
薬
治
療
は
月
に
百

万
円
程
度
か
か
る
も
の
も
あ
る
そ
う

で
、
保
険
適
用
で
３
割
負
担
に
な
っ

た
と
し
て
も
約
30
万
円
か
か
り
、
高

額
療
養
費
制
度
が
適
用
さ
れ
れ
ば
約

９
万
円
で
済
む
も
の
の
、
治
療
が
何

か
月
も
続
く
と
な
れ
ば
経
済
的
に
大

き
な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
が
ん

治
療
に
よ
る
費
用
の
問
題
は
「
が
ん

の
経
済
毒
性
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
は
申
請
し
な
い
と
も

ら
え
な
い
制
度
で
あ
る
が
、
病
院
や

医
師
か
ら
は
、
ほ
ぼ
紹
介
さ
れ
な
い

と
も
聞
く
。

　「
広
報
ま
し
け
」
の
町
民
課
保
険

年
金
係
に
よ
る
「
医
療
費
助
成
制
度

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
」
と

の
案
内
を
見
る
と
「
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
、
２
級
ま
た
は
３
級
の
う
ち

内
部
疾
患
の
方
」
と
の
記
述
が
あ
り
、

が
ん
患
者
が
障
害
年
金
受
給
の
対
象

と
な
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。

　
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
を
見
る
と
、

 

「
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
『
障
害

の
程
度
』
に
つ
い
て
は
『
国
民
年
金

法
施
行
令
』
及
び
『
厚
生
年
金
保
険

法
施
行
令
』に
よ
っ
て
障
害
等
級（
１

級
か
ら
３
級
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は

異
な
り
ま
す
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
当
町
は
身
体
障
害
者
手
帳
制
度
と

障
害
年
金
制
度
を
混
同
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
間
違
っ
た

情
報
を
広
報
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
案
内
は
い
つ
か
ら
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
が
ん
患
者
が
障

害
年
金
を
受
給
で
き
る
こ
と
を
、
積

極
的
に
広
報
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
町
長

　「
広
報
ま
し
け
」
掲
載
の
「
医
療

費
助
成
制
度
の
手
続
き
」
は
、
重
度

心
身
障
害
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
乳

幼
児
等
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
町
が
実
施
す
る
医
療

給
付
事
業
に
対
し
て
、
道
が
補
助
す

る
事
業
の
周
知
で
あ
る
。
障
害
年
金

制
度
と
混
同
し
て
い
る
と
の
ご
指
摘

だ
が
、
混
同
し
て
は
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
誤
っ
た
情
報
を
広
報
に
掲

載
し
て
い
な
い
。
な
お
、
広
報
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
現
在
の
内
容
で
掲

載
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
は
、
自
治
体
の
国
民
年
金

の
収
納
も
な
く
な
り
、
広
報
に
つ
い

て
も
年
金
事
務
所
等
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
進
め
て
い
る
。
障
害
年
金
の
広

が
ん
の
経
済
毒
性
と
障
害

が
ん
の
経
済
毒
性
と
障
害

年
金
に
つ
い
て

年
金
に
つ
い
て

上野議員

QA
が
ん
患
者
が
障
害
年
金

を
受
給
で
き
る
こ
と
を

積
極
的
に
広
報
す
る
べ

き
で
は

必
ず
受
給
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
障
害

年
金
全
般
の
広
報
を
し

て
い
く

文化センターで実施された段ボールベッド組立て訓練
旧舎熊小学校にも備蓄されている
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報
に
つ
い
て
も
、
が
ん
患
者
に
限
っ

て
の
広
報
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

○
上
野
議
員

　
障
害
年
金
の
申
請
は
煩
雑
な
手
続

き
な
の
で
、
社
会
保
険
労
務
士
に
依

頼
し
な
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な

い
そ
う
で
、
申
請
後
の
可
否
は
日
本

年
金
機
構
の
判
断
に
な
る
わ
け
だ
が
、

と
に
か
く
住
民
が
そ
の
制
度
を
知
ら

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
の
で
は
。

○
町
長

　
障
害
年
金
は
、
が
ん
で
も
受
給
で

き
る
が
、
外
部
障
害
や
精
神
障
害
、

内
部
障
害
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ

る
の
で
、
が
ん
に
限
っ
て
の
広
報
を

し
て
も
「
が
ん
に
な
っ
た
ら
年
金
を

も
ら
え
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
が
ん
の
場
合
は
な
か
な

か
も
ら
い
づ
ら
い
。
も
ら
っ
て
い
る

方
か
ら
聞
く
と
、
ス
ト
ー
マ
（
人
工

肛
門
）
を
付
け
て
、
１
～
２
年
症
状

が
固
定
し
て
か
ら
障
害
年
金
を
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
が
ん

の
場
合
は
進
ん
で
い
く
の
で
固
定
し

な
い
。
そ
れ
で
障
害
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
方
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
寿
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
延
伸
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
若
い
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
メ
タ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
と
同
時
に

高
齢
者
に
対
す
る
フ
レ
イ
ル
予
防
が

大
変
重
要
で
あ
る
。

(1)
当
町
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
予
防
・
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

(2)
当
町
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
対
策
を
総
合
的
に
推
進
で
き
る
専

門
家
（
歯
科
医
、
歯
科
衛
生
士
、
音

楽
療
法
士
、
栄
養
士
、
保
健
師
な
ど
）

を
集
め
た
専
門
チ
ー
ム
を
作
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

○
町
長

(1)
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
委
託
を
受
け
、
高
齢
者
保
健

事
業
の
一
環
と
し
て
、
保
健
・
介
護

一
体
的
実
施
推
進
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
主
な
内
容
は
、
80
歳
未
満

の
方
を
重
点
対
象
と
し
て
、
保
健
指

導
対
象
者
を
抽
出
し
、
生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防
の
保
健
指
導
・
相
談
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
対
象
者
を
中
心

に
、
栄
養
・
口
腔
に
つ
い
て
保
健
指

導
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
栄
養
摂
取
に
重
要
な
健
康

な
歯
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
う
ち
84
歳
以

下
の
方
全
員
に
歯
科
健
診
の
受
診
券

を
発
送
し
、
原
則
、
自
己
負
担
な
し

で
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
な
お
、
歯
科
医
師
の
発
案
で
も
あ

る
が
、
前
年
度
の
歯
科
健
診
受
診
者

の
う
ち
、
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の

自
分
の
歯
が
あ
る
方
に
、
８
０
２
０

健
康
賞
を
贈
呈
し
て
い
る
。

(2)
今
で
も
歯
科
医
師
と
連
携
は
取
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
専
門

チ
ー
ム
を
作
る
予
定
は
な
い
が
、
今

後
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
な
ぜ
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

対
象
者
を
中
心
に
栄
養
・
口
腔
に
つ

い
て
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
る
の

か
。

○
福
祉
厚
生
課
長

　
糖
尿
病
治
療
者
へ
の
歯
周
病
ケ
ア

に
つ
い
て
糖
尿
病
学
会
か
ら
推
進
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
が
行

き
届
か
な
け
れ
ば
糖
尿
病
が
悪
化
す

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、
糖
尿

病
の
治
療
で
あ
る
食
事
療
法
と
と
も

に
口
腔
ケ
ア
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
腎
症
予
防
が
必
要
と
な
る

段
階
の
糖
尿
病
の
方
は
特
に
口
腔
ケ

ア
を
し
な
け
れ
ば
、
重
症
化
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
優
先
的
に
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
年
に
１
度
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
う
ち
84
歳
以
下
の
方
に
自
己

負
担
な
し
で
歯
科
検
診
を
行
い
、
85

歳
以
上
は
自
ら
申
込
む
と
い
う
こ
と

だ
が
、
周
知
の
仕
方
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長

　
85
歳
以
上
の
周
知
は
、
各
健
康
相

高
齢
者
の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

高
齢
者
の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

予
防
と
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

予
防
と
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

小田議員①

QA
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対

策
の
専
門
チ
ー
ム
を
作

る
予
定
は

歯
科
医
師
と
連
携
が
取

れ
て
い
る
の
で
作
る
予

定
は
な
い
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談
等
で
「
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
周
知
を
し
て
い
る

と
共
に
、
広
報
に
も
歯
科
検
診
で

 

「
85
歳
以
上
も
対
象
と
な
り
ま
す
」

と
周
知
し
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
84
歳
以
下
の
対
象
者
が
何
人
で
、

何
人
受
診
さ
れ
た
の
か
。
85
歳
以
上

の
方
も
何
人
で
、
何
人
受
診
さ
れ
た

の
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長

　
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
85
歳
以
上

を
含
む
対
象
者
は
８
３
５
名
、
そ
の

う
ち
受
診
し
て
い
る
の
が
73
名
、
受

診
率
は
８
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
施
策
が
今

後
ま
す
ま
す
重
要
だ
と
思
う
。
対
象

年
齢
を
70
歳
や
65
歳
に
引
き
下
げ
て
、

一
部
自
己
負
担
な
ど
国
保
事
業
で
も

取
り
組
め
な
い
か
。

○
町
長

　
ど
う
い
う
状
況
に
な
る
の
か
、
希

望
者
が
た
く
さ
ん
い
る
の
か
調
査
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
道
内
で
は
旭
川
市
が
妊
産
婦
な
ど

を
対
象
に
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
の

宿
泊
施
設
を
避
難
所
と
し
て
利
用
で

き
る
支
援
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

同
様
の
制
度
は
、
全
国
各
地
に
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て

も
、
発
災
時
に
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
を

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、

協
定
を
締
結
し
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児

向
け
の
備
蓄
を
す
る
な
ど
し
て
、
災

害
に
備
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

○
町
長

　
市
街
地
以
外
に
つ
い
て
は
、
常
時
、

営
業
し
て
い
る
民
宿
等
は
な
い
の
で
、

避
難
所
と
し
て
の
活
用
は
で
き
な
い

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
市
街
地
の
数

件
に
つ
い
て
も
、
海
岸
付
近
に
あ
り
、

地
震
等
の
場
合
は
津
波
等
で
危
険
で

あ
り
、
大
雨
や
土
砂
等
に
つ
い
て
も

近
く
に
河
川
も
多
く
、
海
抜
の
低
い

所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し

け
は
、
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
改
め
て
協
定
等
の
締
結
は

必
要
が
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
以
前

に
も
避
難
を
希
望
さ
れ
た
方
に
宿
泊

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
。
繁

忙
期
等
の
場
合
は
、
満
室
や
避
難
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
限
ら
ず
、
高

齢
者
等
も
含
め
た
要
支
援
者
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
明
和
園
を
福
祉
避
難

所
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
ミ
ル
ク
や
離
乳
食
、
哺
乳
瓶
、

オ
ム
ツ
に
加
え
高
齢
者
用
の
紙
オ
ム

ツ
や
飲
込
み
易
い
リ
ゾ
ッ
ト
な
ど
を
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
明
和
園
に
備
蓄
し

て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
限
ら
ず
高
齢

者
も
含
め
た
要
支
援
者
は
保
健
セ
ン

タ
ー
や
明
和
園
を
と
い
う
こ
と
だ
が
、

明
和
園
で
は
何
名
を
受
入
れ
ら
れ
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
何
名
の
受
入
れ

が
で
き
る
の
か
。

○
総
務
課
長

　
具
体
的
な
人
数
は
決
め
て
い
な
い

が
、
で
き
る
限
り
の
人
数
と
考
え
て

い
る
。

○
小
田
議
員

　
妊
産
婦
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
避
難

す
る
の
か
、
明
和
園
に
避
難
す
る
の

か
、
ま
ず
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に

は
い
ろ
ん
な
も
の
が
備
蓄
さ
れ
て
い

る
が
ベ
ッ
ド
が
な
い
。
明
和
園
に
は

ベ
ッ
ド
は
あ
る
が
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
向
け
の
備
蓄
が
な
い
と
い
う
こ
と

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
ホ
テ

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
へ
の
避
難
制
度

ル
・
旅
館
へ
の
避
難
制
度

に
つ
い
て

に
つ
い
て

小田議員②

QA
妊
産
婦
、
乳
幼
児
は
保
健

セ
ン
タ
ー
が
福
祉
避
難
所

と
し
て
対
応
し
て
い
る

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
避
難

場
所
は

オーラルフレイルって何？
　口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを含

み、身体の衰え（フレイル）の1つです。

　オーラルフレイルの初期症状には、噛みに

くい、食べこぼしが増える、むせる、滑舌が

悪くなる、 口が乾燥するなどがあります。
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で
あ
れ
ば
、
妊
産
婦
が
優
先
的
に
避

難
す
る
場
所
は
母
子
手
帳
を
も
ら
っ

た
段
階
で
周
知
す
る
と
い
う
形
を

取
っ
て
い
か
な
い
と
溢
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。

○
町
長

　
一
般
的
に
考
え
て
保
健
セ
ン
タ
ー

だ
と
思
っ
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
そ
れ
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
が
何
か

災
害
あ
っ
た
時
は
妊
産
婦
の
受
入
れ

の
拠
点
と
し
て
、
母
子
手
帳
を
も
ら

う
と
き
に
妊
産
婦
に
周
知
し
て
い
た

だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長

　
今
後
、
周
知
し
て
い
く
方
向
で
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
当
町
は
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
を

し
て
い
る
自
治
体
だ
が
、
宣
言
文
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
留
萌
市
で
は
「
平
和
祈

念
事
業
」
と
し
て
、
宣
言
文
の
公
開
、

啓
発
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

当
町
も
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
を
し

た
自
治
体
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
事
業

を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
今
年
８
月
20
日
に
一
般
社

団
法
人
ラ
・
プ
ロ
ン
ジ
ェ
深
海
工
学

会
が
マ
ル
チ
ビ
ー
ム
ソ
ナ
ー
を
使
っ

て
探
査
し
た
と
こ
ろ
、
小
笠
原
丸
が

原
型
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
今
後
、
こ
の
史
実
の
啓

発
や
慰
霊
祭
の
実
施
、
更
に
遺
骨
の

引
上
げ
な
ど
、
各
所
と
連
携
し
て
取

組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
。

○
町
長

　
当
町
は
平
成
28
年
３
月
に
「
非

核
・
平
和
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
っ
て

い
る
が
、
宣
言
を
行
っ
て
い
て
も
公

開
し
て
い
な
い
ま
ち
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
開
は
考
え
て
い
な
い
。
留
萌

市
は
、
昭
和
59
年
５
月
に
「
平
和
都

市
宣
言
」
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
い
平
和
祈
念
式
典
な
ど
の
啓
発
事

業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
式
典

の
内
容
は
戦
没
者
・
殉
難
者
追
悼
式

な
ど
で
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
毎

年
８
月
に
戦
没
者
追
悼
式
と
小
笠
原

丸
慰
霊
祭
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
事
業
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。
留
萌
市
で
は
、
広
島
・
長

崎
原
爆
パ
ネ
ル
展
や
平
和
資
料
展
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
し

も
当
町
が
実
施
し
な
く
て
も
、
そ
ち

ら
に
行
か
れ
る
こ
と
で
十
分
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　
増
毛
沖
に
沈
没
し
て
い
る
小
笠
原

丸
の
全
体
像
が
確
認
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
船
体
の
中
に
遺
骨
が
残
っ
て

い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
遺

骨
の
引
上
げ
事
業
は
、
当
町
が
取
組

む
業
務
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

慰
霊
祭
は
、
毎
年
８
月
22
日
に
暑
寒

沢
墓
地
に
あ
る
小
笠
原
丸
殉
難
者
慰

霊
碑
前
に
て
、
町
の
ほ
か
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関

係
者
な
ど
の
出
席
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
。
来
年
は
、
戦
後
80
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
と
な
る
の
で
、
小
笠
原

丸
殉
難
者
慰
霊
碑
周
辺
に
史
実
を
記

し
た
看
板
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
遺
骨
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
町
と

し
て
国
に
強
く
働
き
か
け
て
も
ら
い

た
い
が
。

○
町
長

　
故
村
上
高
徳
氏
が
、
昭
和
20
年
代

に
私
財
を
投
じ
て
海
底
か
ら
３
０
０

体
以
上
の
遺
骨
を
引
上
げ
た
と
聞
い

て
い
る
。
遺
族
等
か
ら
そ
う
い
う
意

見
が
多
け
れ
ば
町
か
ら
遺
骨
引
上
げ

の
要
請
を
す
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。

平
和
祈
念
事
業
の
実
施
に

平
和
祈
念
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

つ
い
て

小田議員③

QA
平
和
の
町
宣
言
を
し
た

自
治
体
と
し
て
、
平
和

祈
念
事
業
を
実
施
す
べ

き
で
は

戦
没
者
追
悼
式
と
小
笠

原
丸
慰
霊
祭
を
実
施
し

て
い
る
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明
和
園
敬
老
会
へ
参
加

　９
月
18
日
、
町
立
明
和
園
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
当
町
議
会
か
ら
飛

内
議
長
・
川
島
議
員
の
２
名
が
参
加

し
、
入
所
者
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　当
日
は
、
入
所
者
や
職
員
、
来
賓

ら
合
わ
せ
て
約
80
人
が
出
席
し
、
余

興
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
飛
内
議

長
・
川
島
議
員
も
登
壇
し
、
歌
声
を

披
露
し
ま
し
た
。
入
所
者
ら
は
、
色

と
り
ど
り
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
や
タ
ン
バ

リ
ン
な
ど
を
持
っ
て
声
援
を
送
り
、

ス
テ
ー
ジ
を
堪
能
し
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

議
員
活
動
レ
ポ
ー
ト

入所者の長寿を祝う川島議員

　８
月
20
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
た
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
議
会
広
報
研
修
会
に
、
当
町

議
会
の
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の

委
員
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
議
会
広
報
の
基

本
や
全
国
の
議
会
広
報
紙
の
事
例

を
取
り
上
げ
な
が
ら
紙
面
の
校
正

な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
全
戸

配
布
さ
れ
る
広
報
紙
を
手
に
取
っ

て
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫
な

ど
、
学
ん
だ
内
容
を
今
後
の
議
会

広
報
特
別
委
員
会
に
還
元
し
、
よ

り
議
会
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

大井副委員長・松倉委員・酒井委員の
３名が参加

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

議
会
広
報
研
修
会
へ
参
加

　８
月
28
日
、
管
内
議
員
研
修
会

が
当
町
で
開
催
さ
れ
、
全
議
員
で

参
加
し
ま
し
た
。

　管
内
の
町
村
議
会
議
員
が
集
ま

り
、
北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学

院
教
授
の
山
崎
幹
根
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
人
口
減
少
時
代
の
地
方

自
治
体
の
課
題
と
展
望
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
図
る

た
め
、
地
方
創
生
や
地
域
の
努
力

を
促
す
一
方
で
、
都
心
の
再
開
発

に
よ
る
規
制
緩
和
に
よ
り
、
よ
り

大
き
な
建
物
が
建
設
さ
れ
、
都
心

へ
さ
ら
に
人
口
が
流
れ
る
制
度
が

あ
る
こ
と
、
人
材
不
足
や
地
域
の

問
題
解
決
策
と
し
て
広
域
連
携
の

事
例
な
ど
を
取
り
上
げ
、
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

当日は管内議員５６名が参加

管
内
議
員
研
修
会
へ
参
加



　総務文教常任委員会は先進地視察として、小清水町、訓子府町を訪れました。当町の役場庁舎・消防庁舎は

昭和４４年に建設され、築５５年が経過し、建物の老朽化が進み、耐震基準も満たしていないことから現在建替

えに向け検討を進めているところです。

　当町議会としても所管する常任委員会を中心に新庁舎建設に関する調査・研究が必要と考え、近年新役場庁

舎・新消防庁舎を建設した両町を視察してきましたので視察レポートを掲載します。 

　　　　　　　　　１日目は、小清水町にある令和５年に改築された「防災拠点型複合庁舎」を視察した。平

　　　　　　　　常時の業務の他、災害時には一時避難所として素早い対応ができるようになっている。日常、

　　　　　　　　その庁舎ではコインランドリー・運動ジム・町民が自由に過ごせる憩いの場を設けている。

　　　　　　　　　また、自動販売機が設置されているが、災害時には備蓄用食料として活用される。少子高

　　　　　　　　齢化が進む中、１か所集中型避難が可能なことは、当町も同様な施策が必須なのではないだ

　　　　　　　　ろうか。

　　　　　　　　　２日目は、令和４年に新築移転した「北見地区消防組合訓子府支署」を視察した。何より

　　　　　　　　驚いたことは、庁舎内で殆んどの作業等が行えることである。消防職員の訓練塔・ホース乾

燥塔・分団詰所・女性職員や団員専用トイレシャワー室・仮眠室・救急出動準備室等が配置されている。

　また、空間を利用したロフトには、タイヤ、ロープ等が保管されている。無駄のないよう配慮されており今

後当町は消防庁舎の建設にあたり、限られた予算の中でそれぞれの課題に向けてしっかりと精査し考えて頂き

たい。

　なお、今回建設された２町の庁舎は北海道そして地元の木材を基調とした暖かみのある造りとなっている。

　視察において２町には心遣いを頂き、感謝申し上げると共に、現地へ行って確認できたことは成果があった

と感じる。

　　　　　　　　　小清水町庁舎建替えは、当町同様財政事情から後回しとなっていたが、胆振東部地震での

　　　　　　　　ブラックアウト（小清水町では 43 時間）の経験等から防災拠点型の庁舎として建替えるに

　　　　　　　　至った。

　　　　　　　　　庁舎内は日常的には、人とふれあい、コミュニティを作る場として活用されている一方で、

　　　　　　　　災害時は一時避難場所としての機能（カフェは炊出し、コインランドリーは清潔保持、温泉

　　　　　　　　熱による暖房等）を有していた。

　　　　　　　　　北見地区消防組合消防署訓子府支署は、庁舎建替えにあたり全国の庁舎２０数か所を視察

　　　　　　　　したとのことで非常に機能的な庁舎であった。

　また、子ども達の絵等を展示するスペースや多機能トイレも設置されており、住民に開かれた消防署である

ことが素晴らしいと感じた。女性消防士や団員にも配慮されており、女性消防士を採用した当町においても早

く環境が整備されてほしいと思う。

　消防車や救急車の車庫のシャッターは支署長が特にこだわった部分で、ドイツ製で高額ではあるが緊急時に

は一度に解放ができ、またシャッターを閉めたままの作業も可能であり、細部にわたり緻密な作りであった。 18
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〜小清水町総務課長より庁舎建設概要の説明～
会場の議場は普段会議室として使用されている

～ 北見地区消防組合訓子府支署の女性職員用仮眠室 ～
仮眠室内にトイレやシャワー、洗濯乾燥室を設置
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総務文教常任委員会行政視察総務文教常任委員会行政視察



　当町においても、消防庁舎の建替えは急務であり、視察を参考に以下の感想を持った。

〇当町においては防災拠点となる消防・役場庁舎をはじめ公共施設は順次高台移転すべき。

〇消防庁舎は、着工時には単独施設であったとしても、役場本庁舎・商工会・金融機関などと合築あるいは隣

　接したものとし、将来的には診療所の建替えも見据えた複合的な整備計画を望む。

〇特に女性や子どもに開かれた場所であることで多様な災害弱者に配慮された拠点とする。

〇消防職員の視察は専門的知見を得る上で非常に重要である。訓子府町に倣
なら

い、積極的に視察研修をさせ、意

　見を聴取すべき。

〇国や道とコミュニケーションをとり有利な起債や補助金を活用してほしい。

　　　　　　　　　小清水町では庁舎建設概要等視察を行い、小清水町総務課長より、町防災拠点型複合庁舎

　　　　　　　　建設に関する概要について説明を受けた。

　　　　　　　　　人口は４,３００人余りで、建物躯体の老朽化に伴う耐震不足等により庁舎の改築を決定。改

　　　　　　　　築にあたって「市中活性化、にぎわいの創出、コミュニティ・地域の絆の再生」を公約に掲

　　　　　　　　げて取組み、総事業費は約２９億円。地方創生推進交付金等の特定財源を活用し、コストを

　　　　　　　　低減し、一般財源は約１億２,０００万円に抑えている。庁舎内には、コインランドリー、コミュ

　　　　　　　　ニティ空間、商工会、サークル室、フィットネス空間などもあった。

　　　　　　　　　訓子府町では、北見地区消防組合消防署訓子府支署庁舎建設概要等について説明を受けた。

　新消防庁舎は、各種の近代的な設備を備え付けた庁舎であり、消防職員・団員が火災をはじめ各種災害に対

応できる高度な技術を習得するための訓練棟を整備している。

　新庁舎整備費は約９億５,０００万円。

　庁舎建設にあたり、いろいろなところを視察したり、ドイツ製の５枚の自動シャッターにこだわったり、建

設に携わった訓子府消防支署長のアツさに感心した。

　　　　　　　　　小清水町役場は「災害拠点型複合庁舎」の名目で町民が集まりやすいところにするため、

　　　　　　　　商工会、金融機関、コインランドリー（羽毛布団、敷き布団等何でも洗濯が出来る大型洗濯

　　　　　　　　乾燥機）や１階にはカフェも設置している。

　　　　　　　　　北見地区消防組合消防署訓子府支署の中には、女性用の仮眠室、洗面台、団員用出動準備

　　　　　　　　室、トレーニングルーム等、他にもたくさんの部屋がある。また、消防車庫、救急車庫も大

　　　　　　　　きく素晴らしい建物であった。

　　　　　　　　　小清水町、訓子府町は町内に平地が多いので、広い土地を使い役場庁舎、消防庁舎を建て

　　　　　　　　ている。当町は町内に広い土地は無いが、役場職員や消防職員は小清水町、訓子府町だけで

なく、いろいろな市町村役場、消防署を見学に行き、良い箇所があればそれを新庁舎の基本計画に役立ててほ

しい。
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～ 役場庁舎１階に設置されているコインランドリー～
農作業衣類や撥水ジャケット対応のマシンも

　　　～ 消防庁舎訓練棟（２階部分）～
煙を焚いて救助訓練や外から放水訓練などが可能
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
ス
レ
ッ

ズ
（
Ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｓ
）」
と
い
う

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
２

０
２
３
年
７
月
に
日
本
を
含
む
１
０

０
か
国
で
ほ
ぼ
同
時
に
開
始
さ
れ
た

無
料
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
匿
名
で
の
登

録
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
信
用
で
き

る
情
報
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
す
が
、

先
日
こ
こ
に
面
白
い
投
稿
が
あ
り
ま

し
た
。

 

「
生
け
花
を
生
き
甲
斐
に
し
た

　
生
え
抜
き
の
生
娘

　
生
絹
を
生
業
に
生
計
を
立
て
た

　
生
い
立
ち
は
生
半
可
で
は
な
か
っ
た

　
生
憎
生
前
は
生
ま
れ
て
こ
の
か
た

　
生
涯
通
し
て
生
粋
の
生
だ
っ
た
」

　
こ
れ
を
全
部
読
め
ま
す
か
？
と
い

う
も
の
で
し
た
が
、
私
は
恥
ず
か
し

な
が
ら
２
か
所
、
何
と
読
ん
だ
ら
正

解
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
所
が
あ
り
ま

し
た
。

　
近
年
は
妙
に
ひ
ら
が
な
化
を
良
し

と
す
る
風
潮
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
し
、
言
葉
と
い
う
の
は
時
代
と
と

も
に
変
わ
っ
て
い
き
、
現
在
使
っ
て

い
る
漢
字
や
言
葉
で
も
や
が
て
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
な
の
で

し
ょ
う
。

　
ま
た
最
近
、
３
か
月
間
無
料
の
宣

伝
文
句
に
釣
ら
れ
て
「
オ
ー
デ
ィ
ブ

ル
（
Ａ
ｕ
ｄ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
）」
と
い
う

書
籍
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
触
れ
た
「
学

問
の
す
す
め
」（
福
沢
諭
吉
）
と
「
武

士
道
」
（
新
渡
戸
稲
造
）
の
明
治
時

代
に
出
版
さ
れ
た
２
作
品
は
さ
す
が

に
難
し
い
言
葉
遣
い
で
し
た
し
、
江

戸
時
代
の
「
奥
の
細
道
」
（
松
尾
芭

蕉
）
は
俳
句
な
の
で
ま
だ
何
と
か
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
め
ま
し
た
が
、
「
五

輪
書
」
（
宮
本
武
蔵
）
に
至
っ
て
は

何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
て
、
聴
い

て
い
る
だ
け
な
の
に
挫
折
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
「
源
氏
物
語
」
（
紫
式

部
）
を
英
訳
し
た
「
ザ 

テ
イ
ル 

オ

ブ 

ゲ
ン
ジ
（
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｅ 

ｏ
ｆ

Ｇ
ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
）」
（
ア
ー
サ
ー
ウ
ェ
イ

リ
ー
訳
）
を
、
さ
ら
に
日
本
語
訳
し

た
「
ウ
ェ
イ
リ
ー
版
源
氏
物
語
」（
鞠

矢
ま
り
え
、
森
山
恵
訳
）
が
現
代
日

本
人
に
は
分
か
り
や
す
い
と
評
判
な

の
で
、
そ
の
う
ち
そ
れ
を
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
無
料
期

間
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
さ
き
ほ
ど
の
文
章
の
回
答
（
読

み
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
で
し

た
か
。
（
逆
さ
ま
に
し
て
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
至
成
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
上 
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剛

　
　
　
副
委
員
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大 

井 

紀
美
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委
　
　
員
　
松 
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清 
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酒 

井
　 

倫 
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川 

島  

　
　
優

　
　
　
　
　
　
　
　
合
羽
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達 

男  

「
い
け
ば
な
を
　
い
き
が
い
に
し
た

は
え
ぬ
き
の
　
き
む
す
め

　
す
ず
し
/
き
ぎ
ぬ
を
　
な
り
わ
い

に
　
せ
い
け
い
を
た
て
た

　
お
い
た
ち
は
　
な
ま
は
ん
か
で
は

な
か
っ
た

　
あ
い
に
く
　
せ
い
ぜ
ん
は
　
う
ま

れ
て
こ
の
か
た

　
し
ょ
う
が
い
と
お
し
て
　
き
っ
す

い
の
　
う
ぶ
だ
っ
た
」


